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(仮称)台東区まちづくり誘導方針 中間のまとめ パブリックコメント実施結果  

 

 

分類 項番 意 見 区の考え方 

全
般
・
そ
の
他 

１ 本区の住民の半数以上は転入後10

年未満の若い世代です。大方が都心の

勤務地に近いのに、地価が安く、親し

みやすい「まち」の面白さに惹かれて

転入してきていると思います。そうい

った「新しいプレーヤー」が自由な感

性や活力で「アイディア」を出せるこ

とと、ゆるい活動から始められること

が大切だと思います。半強制的なイベ

ントとしての「まちづくり」では共感

を得られないと思います。 

 

 

 

ご指摘のとおり、多様なまちづくり

のプレイヤーが疎外も強制もされず自

由な感性でまちづくりが展開されてい

くことは、新たなまちの価値を創造す

る上で重要であると認識しています。 

今後は本方針に基づき、多様なまち

づくりのプレイヤーが半強制的にでは

なく、自発的にまちづくりをしたくな

る環境づくりを目指します。 

全
般
・
そ
の
他 

２ 本区には、すでに成熟した賑わいと

混沌とした統一感・輝きを放つアメ横

や浅草、カッパ橋等の「まち」が存在

する一方、寂しい状況の商店街もあり

ます。「有店舗販売」が急速に縮小し

ていることと、商店主自体も高齢化も

あり、シャッター商店が多くみられる

ところもあります。こういった小規模

店舗の場合、自宅を兼ねていることが

区としては、地域生活を支えコミュ

ニティ形成の役割を持つ商店街の活性

化は今後も重点的に取り組んでいく所

存であり、引き続き空き店舗活用支援

等の商店街振興の取組みを展開してい

くほか、店舗所有者と活用したい主体

とのコミュニケーション促進・マッチ

ング等によりまちづくりを進めながら

賑わいの創出も図ってまいります。 

意見受付期間 令和４年１２月１６日（金）～令和５年１月６日（金） 

意見受付場所 

区公式ホームページ上での受付のほか、各区民事務所・分室・ 

地区センター、区政情報コーナー、生涯学習センター、 

都市計画課窓口で受付。 

意見受付件数 ７人、２１件 

提出方法の内訳 
ホームページ ５人（１１件）  持参 ２人（１０件） 

ファクシミリ ０人（ ０件）  郵送 ０人（ ０件）  
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分類 項番 意 見 区の考え方 

多く、店主（不動産所有者）は借家人

の権利等に係る様々な理由から、必ず

しも廃業した店舗を第三者に貸し出

すことを望んでいないので（自宅とし

て使用したい場合もあるので）、その

ような意思は尊重されるべきだと思

います。もし、それで商店街が分断さ

れるのであれば、物販店舗以外でまち

の景観に色を添えるような取り組み

に入ってもらう等を検討してはどう

でしょうか。例えば植栽の緑を添える

とか、シャッターをアート作品にする

等。知り合いの街では、住民が歩道に

しつらえられた花壇に花を植える活

動をしています。音頭を取っているの

は不動産屋さんです。もう一つの商店

街では各商店がシャッターの色を同

じ色に塗って、そこに手のひらで花を

描いて、シャッターを閉めると色とり

どりの花畑が広がるような取り組み

をしています。廃業後の商店にせずに

シャッターをアートにするのも一興

だと思います。東京藝大や台東デザビ

レを有する本区ではシャッターをア

ートにしたい人材は山のようにいそ

うな気がします。 

 

 

本区は歴史や伝統を継承してきただ

けでなく、資源に新たな価値を見出す

ことや、新たな文化を取り入れること

で発展してきたまちであることから、

文化やアートをまちづくりに取り入れ

る可能性はあると認識しています。 

いただいたご意見については、今後

の参考とさせていただきます。 

全
般
・
そ
の
他 

３ 「まちづくり」における寺社仏閣さ

んの可能性。神社仏閣では昔から「絵

馬」や「算額絵馬」等を通して、集客

を図ってきました。アート作品のギャ

ラリーや算数の鍛錬をする場所とし

て機能してきた経験をお持ちですの

で、有望なプレーヤーとして活躍して

いただきたいと思います。 

本方針 p.25 に記載のとおり、区とし

ても公園などのパブリックスペース、

空き家・空き店舗等とあわせ、寺社につ

いても重要な地域資源であると認識し

ています。 

寺社仏閣のまちづくりへの参画の可

能性を研究するなど、多様な主体と連

携しながら、本方針に基づき、まちづく

りを展開してまいります。 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

全
般
・
そ
の
他 

 

４ 台東区は、対外的に見て、蔵前地域

や、谷中地域など若年層にとって非常

に魅力的な地域が多い。このようなブ

ランド価値の高い地域を他のエリア

でも創出することで、区全体のエリア

リノベーションに繋がると思われる。

その潜在的まだまだポテンシャルの

高い地域として、奥浅草エリアを挙げ

たい。奥浅草は、最近、メディアでも

多く取り扱われ、注目されているエリ

アであるが、まだまだその可能性は潜

在している。その突破口は、まさにク

リエイターである。若手のデザイナー

や芸術家、技術者などクリエイティブ

クラスの人財が集まるような場を創

出し、1点突破からエリアに創発を生

み出す仕組みが必要である。クリエイ

ターの集まるシェアオフィスのよう

な場を、奥浅草にも私は創りたい。よ

ろしくお願いします。 

ご指摘の地域をはじめ、区内の様々

な地域において、潜在的な資源や人材

が存在しており、クリエイターの方々

はものづくり産業の魅力向上に寄与す

るほか、本区のまちづくりを進めてい

く重要な主体である認識です。 

本方針 p.12 の「基本方針３：多様な

主体によるまちづくりの推進」にある

とおり、クリエイターを含めた地域の

多様な主体が、それぞれの強みを活か

したまちづくりを展開できるよう制度

設計を進めてまいります。 

全
般
・
そ
の
他 

５ まず指針においては老人から子供

までの多様性を書かれているが具体

的な様子が書かれていないように思

える。マンションが乱立して日当たり

も悪く、数十年後の対応が果たして織

り込まれているのだろうか。都では太

陽光パネル設置義務化がされたが、乱

立するマンションの中で埋もれてし

まっている小さな家では厳しい。そう

いった古くから住んでいる者も考え

た政策をたてて欲しい。人情のあるま

ちが台東区の魅力だと思うので。高い

マンションに日当たりだけでなく景

観も損なわれている。隅田川花火大会

の花火が以前は家から見えたのにマ

ンションに隠されたり、浅草寺を写真

に撮った時に写り混むマンション群

等。また、建築計画に関する文書があ

長く住まれている方や新しく引っ越

された方など、誰もが住み続けられる

まちづくりの重要性について、区とし

ても認識をしております。 

ご指摘のとおり、マンション建設等

により市街地更新が進んでおり、土地

利用や人々の活動が変化しています。 

本方針 p.30,31 に記載の「まちづく

りに係る総合的な条例」を活用するこ

とにより、地域自ら課題認識を持ち、誰

もが主体的にまちづくりに取り組むこ

とによりきめ細かなまちづくりが展開

できると考えています。 

また、商店街や老舗等の店舗を含め

た地域産業の活性化については、プロ

モーション推進事業や補助事業等の

様々な取り組みを実施しています。 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

る企業からポストに入っていたが、こ

のようなことで以前から長くすんで

いるものが住めなくなっている。これ

では区から流出するものも出ていく。

古くから住んでいる者や老舗などに

目を向けた政策を考えて欲しい。特に

老舗へは、長く店が続くような支援計

画があると良いと思う。墨田区では墨

田モダンというプロジェクトを進め、

伝統工芸や老舗を活性化するような

取組を区で行っている。台東区も店側

に丸投げではなく区としてこれから

上野浅草等の地域を盛り上げ、活性化

させるような取組があると良いと思

う。 

 

全
般
・
そ
の
他 

６ 「全体として」： 

まちづくりを活性化するには、その

地域にプレーヤーになる人を育てる

ことが大切で、プレーヤーが行政と民

間の橋渡しを行い、まちづくりがスム

ーズに進むようにする。それには結果

を短期に求めるのではなく、時間が必

要です。  

本方針 p.25 に記載のとおり、「まち

づくりカレッジ」を発展させた「体験型

のまちづくり勉強会」を展開すること

により、実践しながらまちづくり活動

を考え、学べる機会を提供し、まちづく

りのプレイヤーの育成・発掘を図るこ

ととしています。 

また本方針 p.29 に記載のとおり、今

後はまちづくりの中間支援組織の立ち

上げについても検討をしていく予定で

す。 

本方針に基づき、地域の状況等に応

じた時間軸を想定しながらまちづくり

を誘導してまいります。 

 

 

全
般
・
そ
の
他 

７ 台東区の市街地特性を踏まえたま

ちづくりを推進するためには、このよ

うな方針や施策が重要であると考え

ますので、本方針を策定することに賛

成です。 

 

本方針を踏まえ、引き続き公民連携

のまちづくりの誘導に努めてまいりま

す。 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

全
般
・
そ
の
他 

８ 歩道での喫煙者を見かけることが

あるので、喫煙スペースを設置するこ

とで喫煙者を減らす。また、歩道にた

くさんのごみを見かけるので、ゴミ箱

を設置したほうが良いと思う。 

令和４年３月に「台東区公衆喫煙環

境の整備指針」を策定し、喫煙する人も

しない人も共存できる分煙環境の整備

を推進しています。本指針に基づき、公

衆喫煙所の整備に取り組んでまいりま

す。 

ゴミ箱の設置については、区では以

前、道路上にごみ箱を設置していまし

たが、一部のマナーを守らない方によ

り、家庭から出たごみやその他いろい

ろなごみが捨てられてしまい、まちの

景観が損なわれてしまう状況となった

ことなどにより、道路上のごみ箱を撤

去いたしました。 

引き続き、「東京都台東区ポイ捨て行

為等の防止に関する条例」に基づき、ポ

イ捨て防止の取り組みを実施してまい

ります。 

 

 

全
般
・
そ
の
他 

９ 喫煙所のさらなる設置が必要だと

思います。なぜならば路上喫煙者が多

く、そのためかたばこの吸い殻も歩道

に落ちていることがあるため。 

区では、令和４年３月に「台東区公衆

喫煙環境の整備指針」を策定し、公衆喫

煙所の整備による、屋外における分煙

を推進しています。 

また、令和４年度より、民間事業者等

による公衆喫煙所の整備に係る経費の

助成を開始し、区による整備に加え新

たな手法を取り入れながら公衆喫煙所

の整備を進めるほか、喫煙者に対する

マナー啓発についても取り組んでまい

ります。 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

第
１
章
・
第
２
章 

１０ 「公民連携」をしっかりと打ち出す 

区ＨＰ（本方針中間のまとめパブリ

ックコメント募集欄）に「・・・公民

連携により地域特性に応じたひと中

心のまちづくりを誘導・推進するため

の方向性を示す」と明記されています

が、第２章（５）まちづくり誘導のた

めの基本方針３には「多様な主体」と

書かれています。これからのまちづく

りは「公民連携」の取組が欠かせない

と考えられますので、しっかり明記し

ていただきたいと考えます。 

 

 

p.2,12 に、本方針が公民連携による

まちづくり誘導のためのものである旨

を追記しました。 

 

【３ 中間のまとめからの主な変更内容_（１）①】 

第
２
章
・
第
３
章
・
第
４
章 

１１ 「本物にあえるまち」という本区の

観光ポスターに昔から使われている

コピーはどなたが考えたのか存じま

せんが、本区の特徴を端的に強烈に言

い表していると思います。本区におけ

る「まちづくり」において、歴史と伝

統と文化芸術に裏打ちされた「本物」

であることを前面に押し出していた

だきたいと思います。 

 

 

まちづくりの視点から台東区の特徴

である資源の保全・活用を図るため、本

方針 p.9 に「歴史・文化資源が多く存

在する」旨を追記するとともに、

p.12,15,17,31 に、「地域資源の保全・

活用」について追記しました。 

 

【３ 中間のまとめからの主な変更内容_（１）②】 

第
２
章
・
第
４
章 

１２ 「まちづくり」には、一人のパワフ

ルな「プレーヤー」が引っ張っていく

よりも、数多くの「ゆるいプレーヤー」

がいた方がいいと思います。「ゆるい

プレーヤー」同士のゆるい共感によっ

て広まっていくこともあると思いま

す。自宅や店舗の前には必ず季節の花

を付けた植物を置く等。そこから何か

が始まる可能性もあります。 

本方針 p.12 の基本方針３にて「多様

な主体によるまちづくりの推進」を提

示しているほか、p.25 青枠内「・・・

まちづくりのプレイヤーや地域資源の

情報（空き家・空き店舗等）をつなげ、

緩やかなプラットフォームへの進展を

狙う。」とあるように、特定のプレイヤ

ーではなく、まちづくりの多様な主体

が、緩やかにつながりながらまちづく

りを展開していくことを想定していま

す。 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

第
４
章 

１３ 商店街にマンション等集合住宅の

玄関を設けるのは商店街を分断する

ので宜しくない、というご意見も一部

にあるようですが、有店舗販売が縮小

していて、優良なテナントもつきにく

い今、店舗に固執することは却って地

区の風紀を乱すことにもなりかねま

せん。不良テナントに占有され、退去

させることもままならない、というこ

とにもなりかねません。元々、商店街

や店舗にとって、近隣マンション住民

は格好のお得意様ですので、それを排

除することは得策ではないでしょう。

マンションの入り口を作るな、という

よりも、マンションの出入り口にも飾

りつけでもしてもらって、共存共栄を

図るべきではないでしょうか。マンシ

ョン新築に関し、1階に店舗を設けな

ければならない、といった規制がもし

今もあるのであれば、それは止めた方

がいいです。有店舗販売が縮小する一

方の時代に、既存テナント賃料も下が

っている中で、新しい店舗が供給され

れば、店舗テナント賃料は更に下がり

ます。マンション竣工後の修繕や改修

においても、店舗テナントとのすり合

わせが非常に難しくなることがあり

ます。 

 

 

本区の特性である複合市街地とし

て、台東区都市計画マスタープランに

基づいて引き続き地域の活性化を図る

ためには、商店街や店舗等の存在は重

要であり、今後、地権者を含めた地域主

体のまちづくりを検討していく際に、

誘導や規制が可能な仕組みを講じてい

く考えです。 

主に本方針 p.30,31 に記載の「まち

づくりに係る総合的な条例」の活用に

より、地域主体のまちづくりによる、質

の高い店舗の誘導やマンション出入口

の景観形成等を誘導してまいります。 

また、パブリックスペースの利活用

等によるまちづくり活動の誘導・促進

による地域の機運醸成や価値の向上を

図り、建物オーナー等が店舗や交流施

設等の地域の賑わい・コミュニティ醸

成に資する施設の誘導にメリットを感

じ、自発的に設置したくなるような環

境づくりを進めてまいります。 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

第
４
章 

１４ 「まちづくりカレッジについて」： 

まちづくりカレッジの受講生はま

ちづくりに関わりたいという意欲が

あるので、カレッジが修了したら終わ

るのではなく、それ以降も修了生をフ

ォローしていくシステムが必要だと

考えています。 

例えば修了生を対象に少人数によ

る実践的講習会を開催しプレーヤー

に育てることは重要です。 

本方針 p.25 に記載のとおり、「まち

づくりカレッジ」を発展させた「体験型

のまちづくり勉強会」を展開していく

とともに、まちづくりのプレイヤーや

地域資源の情報（空き家・空き店舗等）

をつなげ、緩やかなプラットフォーム

への進展を狙うこととしています。 

今後は本方針に基づき、いただいた

ご意見を参考にしながら具体の検討を

進めてまいります。 

第
４
章 

１５ 「パブリックスペースの利活用につ

いて」： 

公園等のパブリックスペースの利

活用については、一時的ではなく恒常

的な利活用が必要だと思う。例えば池

袋グリーン大通りでは毎月社会実験

を繰り返すことにより、エリア価値を

上げた。 

あと道路の一部を都市のリビング

と位置づけ区民が利用出来るように

するのも面白いと思う。 

p.25 に記載のとおり、「公共空間の利

活用に関する社会実験」を様々な地域

で実施するとともに、公共空間の活用

に関するガイドラインの作成や公共空

間の活用に必要な什器等の貸出しによ

り、適切で円滑な公共空間を利活用し

たまちづくり活動を促進する。」として

おり、これらの取組みを繰り返し実践

することにより恒常化を図るととも

に、エリア価値の向上を目指します。 

また道路空間の活用に関するご意見

は、今後の参考とさせていただきます。 

第
４
章 

１６ 「空き家・空き店舗の活用について」： 

一般に空き店舗は２階に建物所有

者が住んでいるケースが多く、導線や

プライバシーやテナントとのトラブ

ルになることを嫌がり、一階を貸すこ

とをためらう場合が多いと思われる。 

そこで不動産業者に貸し物件の情報

が流れにくいことになる。建物所有者

は不特定多数の人ではなく、信頼でき

る人に貸したいと考えているオーナ

ーも多いと思われるので、仲介出来る

人が必要。その為、空き店舗や空き家

を活用するには、しっかりと地域に入

り、まず建物所有者との信頼関係の構

築から始める必要があり間に仲介役

として信頼関係を築ける人が必要。 

区としては、地域生活を支えコミュ

ニティ形成の役割を持つ商店街の活性

化は今後も重点的に取り組んでいく所

存であり、引き続き空き店舗活用支援

等の商店街振興の取組みを展開してい

くほか、店舗所有者と活用したい主体

とのコミュニケーション促進・マッチ

ング等によりまちづくりを進めながら

賑わいの創出も図ってまいります。 

本方針 p.25 に「地域と信頼関係を築

きながらまちづくりを推進する人材」

の必要性や育成・発掘について追記し

ました。 

本方針策定後は、ご指摘のような人

材の育成・発掘を進めてまいります。 

【３ 中間のまとめからの主な変更内容_（１）③】 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

第
４
章 

１７ 「行政の関与について」： 

行政との関与を求める人、嫌がる人

がいるので、両者の距離感が重要にな

る。 

そこで行政と民間の人との間の橋

渡しをする団体が入ることにより、ス

ムーズに流れることも考えられる。 

NPO 法人等のまちづくり団体の役割

の一つが橋渡しをすることだと考え

ている。 

ご指摘のとおり、今後のまちづくり

には行政と民間の人との間の橋渡しを

する団体の存在が重要であると認識し

ています。 

本方針 p.29 に記載のとおり、今後は

まちづくりの中間支援組織の立ち上げ

についても検討をしていく予定です。 

いただいたご意見を参考に、多様な

主体と連携を図りながら検討を進めて

まいります。 

 

第
４
章 

１８ まちづくりプレーヤーの育成 

（２）台東区におけるまちづくりの

現況・課題整理の課題４にありますよ

うに、今後、地域を主体としたまちづ

くりを進めるためには、各地域におい

てまちづくりを実践するプレーヤー

の存在が欠かせません。例えば、パブ

リックスペースや空き家・空き店舗の

活用には、各種情報やノウハウが求め

られます。行政のワンストップサービ

スに加え、地域や建物等のオーナーと

信頼関係を築きながらまちづくりを

推進する人材が必要であることを強

調していただくとともに、今後の施策

として具体的な展開を期待致します。 

 

本方針 p.25 に「地域と信頼関係を築

きながらまちづくりを推進する人材」

の必要性や育成・発掘について追記し

ました。 

本方針策定後は、ご指摘のような人

材の育成・発掘を進めてまいります。 

 

【３ 中間のまとめからの主な変更内容_（１）③】 

第
４
章 

１９ 中間支援組織の検討 

第４章（２）事業・制度イメージ 

１）に記載のまちづくりプレーヤーの

育成と合わせ、行政と地域をつなぐ中

間支援組織が必要ではないかと考え

ますので、ご検討をお願いしたいで

す。 

 

p.29 に記載のとおり、今後はまちづ

くりの中間支援組織の立ち上げについ

ても検討をしていく予定です。 

いただいたご意見を参考にしなが

ら、検討を進めてまいります。 
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分類 項番 意 見 区の考え方 

第
４
章 

２０ 「公開空地について」： 

公開空地が生かされていないのは、

東京都に使用許可を申請する必要が

あるので、それを区が窓口になるよう

にすると、申請しやすく、使いやすく

なると思う。 

ご指摘のとおり、公開空地の活用に

は一定の制限があります。 

本方針 p.34 に記載のとおり、都市開

発諸制度により設けられた公開空地に

ついては、本区内における開発案件の

規模感に応じた公開空地を活用するた

めの台東区独自制度を検討してまいり

ます。 

 

 

第
４
章 

２１ 「とおりすがりの景観づくり」も

「まちづくり」の一つだと思います。

有店舗販売が縮小していることから、

商店主ばかりに「まちづくり」を期待

しても無理があるように感じます。本

区内にはマンションが立ち並ぶ地区

もありますが、誰が言い出したわけで

もないのに、どこのマンションも街路

から見えるエントランスホールには

通りがかりの人が楽しめるような季

節の飾りつけやアートの展示、花の鉢

植えが置かれ、外構には緑を植えて、

まちの景観づくりに一役買っていま

す。物販店舗や飲食の場だけが「まち」

ではないと思います。埼玉県の川越の

市内では、「花手水」を門前に飾る活

動を多くの市民が行っています。 

本方針に記載の「まちづくりに係る

総合的な条例」において、地域ルールの

認定制度を構築することを想定してい

ます。 

本方針 p.31 の「5)-3．柔軟できめ細

かい地域ごとのまちづくりの誘導」に

おいて、街並み形成について追記しま

した。 

他の自治体では、地域の外構の緑や

生活環境等のルールについても柔軟に

定めることを可能にしている事例もあ

りますので、参考にしながら具体の検

討を進めてまいります。 

これらの活用を目指し、本方針に基

づき、地域主体のまちづくりを誘導し

てまいります。 

 

【３ 中間のまとめからの主な変更内容_（１）④】 

 

 


